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議
案
提
案
に
立
っ
た
森

本
事
務
局
長
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
に
よ
っ
て
、
公

的
医
療
機
関
を
は
じ
め
と

し
た
医
療
提
供
体
制
の
充

実
が
国
民
の
大
き
な
関
心

事
と
な
り
、
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
政
府
が
推
し
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
４
２
４

公
立
・
公
的
病
院
の
再

編
・
統
合
計
画
も
見
直
さ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
も

秋
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
成
功

さ
せ
、
議
会
請
願
・
陳
情

と
合
わ
せ
、
世
論
を
盛
り

上
げ
て
、
政
府
の
進
め
る

社
会
保
障
解
体
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
よ
う
、
と
述
べ

ま
し
た
。 

ま
た
、
国
保
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
均
等
割
り

の
減
免
を
早
島
町
で
実
現

す
る
な
ど
運
動
が
前
進
し

て
き
て
い
る
、
国
保
部
会

が
設
立
さ
れ
各
自
治
体
の

現
状
分
析
も
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
法
定
外
繰
り

入
れ
を
認
め
さ
せ
、
国
保

料
引
き
下
げ
の
運
動
に
つ

な
げ
た
い
、
な
ど
の
方
針

提
案
を
行
い
ま
し
た
。 

討
論
・
交
流
で
は
、
新

見
社
保
協
か
ら
加
齢
性
難

聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補

助
の
議
会
請
願
の
取
り
組

み
や
今
た
た
か
わ
れ
て
い

る
生
保
・
年
金
裁
判
の
報

告
・
支
援
要
請
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

ま
た
、
氏
平
県
議
か
ら

は
、
県
内
の
コ
ロ
ナ
対

策
、
特
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
充
の
取
り
組
み
が
報
告

さ
れ
、
世
論
の
高
ま
り
の

な
か
で
７
０
０
件
ま
で
検

査
可
能
な
体
制
を
作
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
た
、
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岡
山
県
社
保
協
は
、
８
月
２
２
日
、
第
２
７
回
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
の
総
会
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
記
念
講
演
は
行
わ

ず
、
加
盟
組
織
か
ら
の
代
表
参
加
と
い
う
形
で
総
会
行
事
の
み
を
行

い
、
２
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

議案を提案する森本事務局長 

＝8/22（西川原プラザ） 

 

七
月
、
県
社
保
協
内
に

国
保
部
会
が
創
設
さ
れ
、

各

自

治

体

の

保

険

料

（
税
）
の
調
査
を
行
う
な

ど
、
具
体
的
な
活
動
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
国
保
料
の
引
き

差
げ
や
法
定
外
繰
り
入
れ

を
認
め
さ
せ
る
運
動
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。 

 

国
保
部
会
の
調
査
に
よ

る
と
、
今
年
度
県
内
の
各

自
治
体
の
な
か
で
、
西
粟

倉
村
と
新
見
市
の
２
自
治

体
が
今
年
度
の
国
保
料
の

引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。
他
の
自
治
体
は
、
引

き
下
げ
ま
た
は
据
え
置
き

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

国
保
部
会
は
、
全
県
を

視
野
に
、
国
保
料
（
税
）

の
引
き
下
げ
署
名
に
取
り

組
む
予
定
で
す
。 

新見市 

西粟倉村 


